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論　文　の　内　容　の　要　旨
　本論文は，幾何学的トポロジーの主要な研究テーマである写像空間に関する近似定理について論じたもの
である。連続写像に関する近似定理の中で，最も有名なものとして多項式による近似定理（Stone-Weierstrass
の定理），各点で微分できない連続関数に関する近似定理（Weierstrassの定理）などが知られているが，い
ずれも値域が区間の場合に限っての定理である。この論文では，コンパクト距離空間から任意の多面体への
連続写像がどのような幾何学的性質をもった写像で近似できるかという，更に一般的な問題を研究している。
Bing，Lelek，Levin，Krasinkiewicz，Lewis等によるこの方面の研究も良く知られている。しかし，彼らの
研究の多くが値域は区間に限られ，多面体である場合は理論上，応用上重要であるにもかかわらず手付かず
であった。本論文では，値域が多面体である場合に，幾何学的に重要な写像による近似定理の研究を行って
おり，幾つかの重要な結果を得ている。　
　以下，各章ごとに内容を述べる。
　第 1章では Bing mapによる近似定理を論じている。Levinと Krasinkiewiczは独立に，コンパクト距離空
間から閉区間への写像空間内で，Bing map全てからなる集合が G－デルタ稠密となることを示していた。
第 1章では，この定理の拡張として，コンパクト距離空間から多面体への（全射）写像空間で（全射）Bing 
mapからなる集合が G－デルタ稠密となることを証明している。
　第 2章では，Lelek mapによる近似定理を論じている。まずコンパクト距離空間に対して piecewise 
embedding dimensionを定義し，それを使ってコンパクト距離空間から多面体，更には ANRへの Lelek 
map全体が写像空間の中で residual setとなることを示している。
　第 3章では，Krasinkiewicz mapによる近似定理について論じている。コンパクト距離空間から多面体へ
の任意の連続写像は Krasinkiewicz mapで近似出来ることを証明し，かつそのような写像全体は写像空間の
中で G-デルタ稠密となることを示した。Levinと Lewisは，彼らの論文において値域が区間である場合に
同様の定理を得たと主張していたが，G－デルタ集合に関する彼らの証明には間違いがあり（反例も構成で
きる），重要な未解決問題として残されていた。3章で，この問題に完全解を与えており，この分野の発展
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に大きな貢献をしている。
　第 4章では，連続写像の ﬁber全てを同時に 1次元コンパクト距離空間の幾つかの積に埋め込む問題を研
究している。ここでは，1次元コンパクト距離空間を superdendriteとした場合に詳しい考察を加えている。
得られた結果は，Nagata，Bowers等の結果の著しい拡張となっている。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　この論文は，幾何学的トポロジーの主要な研究テーマである写像空間に関する近似理論に大きく貢献する
ものである。特に Bing，Lelek，Levin，Krasinkiewicz，Lewisの仕事を更に拡張したものである。各章で得
られたそれぞれの結果は非常に興味深いものであり，その証明に見られる手法も含めて興味ある着想に富ん
でいる。本論文は，その成果及びその手法を通してこの方面の今後の発展に大いに寄与したものと考えられ
る。この論文の基となった 4編の論文の内，3つはすでに国際的に評価の高い海外の雑誌に出版，または受
理されている。他の 1論文も現在投稿中である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
